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大町市議会へご意見をいただける

モニターを募集します！

議会だよりライブラリー
で過去の議会だよりも
見ることができます

市議会では、当市の未来を担う若い市民から、
議会に対する要望や提言など、広く聴取し、
議会運営に反映したいと考えています。

募集人数　10名程度　　任　　期　４月１日から１年とし、再任していただくことができます。
活動内容　本会議や委員会等を可能な範囲で傍聴・動画等を視聴し、ご意見・ご提言を文書で提出していただきます。
そ の 他　報酬はありませんが、記念品を贈呈します。
募集期間　２月１日（日）から２月27日（金）までとします。
応募資格　18歳から45歳までの市民で、公務員、各種議会議員又は行政委員は除きます。
応募方法　応募用紙に住所・氏名・年齢・電話番号・メールアドレス、応募理由を記入の上、

議会事務局にご提出ください。

岳陽高校生 作成ポスター 生徒たちの手で作られたポスターに、意見交換会の熱気が詰まっています。

Vo l .31 岳陽高校生のみなさん
❶ 意見交換会をやってみた感想は
❷ 「議会」 の印象は？
❸ 今ハマっていること議員が市民のみなさんの声を取材してつくるみんなのひろばです。

今回は岳陽高校生のみなさんにインタビューしました。

議会だより編集委員【委員長】　小澤悟　【副委員長】　栗林陽一
　　　　　　　　　  【委　員】　一本木秀章　太田昭司　中村直人　大竹真千子　植松悠一郎　大和幸久

インターネットと市ケーブルテレビで放送し
ています。録画・再放送もご覧いただけます。

次回３月定例会予定

傍聴にお越しの際は

○開　　会  ２月24日(火)午前10時～

○一般質問  ３月 ３日(火)・４日(水)・６日(金)

○最 終 日  ３月19日(木)午前10時～　討論・採決

○傍聴をご希望の方は議会棟２階の議会事務局で

　申込書をご記入ください。

　議員それぞれ立場や考え方は違うが、高校生

を前にして、未来のために頑張らなくてはと、

心が一つになるのを感じた。思い出すトムと

ジェリーの主題歌の一節「なかよく喧嘩しな」

彼らは追いかけ合い、私たちは議論を尽くし、

子どもたちの笑顔をつくれればいい。

（中村直人）

あとがき

請願・陳情の提出期限変更のお知らせ

請願・陳情の提出期限は、定例会招集日の前10日（閉庁日に

あたる場合は、前開庁日）までに変更となりました。

令和８年３月定例会における提出期限
提出期限は、２月13日（金）17時15分です。

期限後に受理した請願・陳情は次の定例会での審査となり

ますのでご了承ください。

❶議員さんに意見を伝えること
で大町への思いが共有できた
いい機会でした。
❷距離感がある印象でしたが、
フレンドリーな意見交換ができ
距離感が縮まった印象でした。
❸Ｋポップなど、興味があるも
のにはハマったりします。

❶意見交換会では、普段は話さな
い内容まで率直に話すことがで
きました。
❷堅い印象がありましたが、議員
の方は親しみやすく話しやす
かったです。
❸ガチャを楽しみながら、好きな
アイテムを集めています。

❶皆の意見が聞けたことや、普段
話さない地域の話も聞けていい
機会になりました。
❷まじめで堅苦しいイメージか
ら、フレンドリーで明るいイメー
ジに変わりました。
❸子猫を飼い始めました。おも
ちゃで遊ぶ子猫を見ることにハ
マっています。

❶今までにない機会を頂き、とて
も新鮮で大町に対する考えも深
まった良い機会でした。
❷とてもフレンドリーで気さくに
話しかけてもらい気軽に話し合
えました。
❸最近は動画編集などの製作活動
にハマっています。

西澤　美聡 さん
にしざわ　   み さと

西澤　美聡 さん
にしざわ　   み さと

荒井　悠ノ介 さん
あらい　　 ゆう の すけ

荒井　悠ノ介 さん
あらい　　 ゆう の すけ

丸山　健太 さん
まるやま　 けん た

丸山　健太 さん
まるやま　 けん た

三上　紗萊さん
み かみ　　さ　ら

三上　紗萊さん
み かみ　　さ　ら

市議会議員と話そう！
市内３地区　議会報告会・意見交換会
●実施日　令和８年２月２日（月）
　対象地域　旧大町市域
　会場　市役所　西会議室
●実施日　令和８年２月４日（水）
　対象地域　八坂地区　
　会場　八坂支所　集会室
●実施日　令和８年２月６日（金）
　対象地域　美麻地区　
　会場　美麻総合福祉センター
　（全日　午後６時から午後８時まで）

市民の皆さんと地域
の未来を一緒に考え
る時間です。お気軽
にご参加ください。



住み続けたいまち

住み続けたいまち

病院や助産院をもっと増やして
ＳＮＳで観光や仕事の情報を発信して

電車の本数を増やして！
人を呼び込むような高速道路を整備して

歩きたくなるお店が
あったらいいな 大学（農業系等）などがあればいいな

カフェや学習スペースが欲しい
人が集まる公園や図書館などの整備

Ａ班

　　　　　　　　　　　　　商店街や駅周辺にカフェや公園など、人が
集まり、たのしく歩ける大町だったらうれしい。これからどんな役割が
できるのか探究心をもって大町市を考えてみたい。

住み続けたいまち

住み続けたいまち

　　　　　　　　　　　　部活動の環境や設備を充実させたい。また、
それらは地域の人と共有できる施設にしたい。さらに、その施設を活用
して地域と一緒にイベントを開催し、交流を深める場にしたい。

住んでいる人に優しいまち

情報発信を積極的に行うまち

いろいろな学習ができるまち

若い人が遊べる場所のあるまち

地元での職場体験ができるまち

学生が活躍できるまち
（ボランティア等）

学生の利用しやすい
交通機関が欲しい 都市部に行きやすい交通のあるまち

　　　　　　　　　　　　　大町市の魅力として、商店街の噴水や恋人
たちの聖地、山岳博物館の桜、市民から意見を集めて、「おおまぴょん」
を活用したSNS発信を進めてほしい。

遊べるところとご飯屋さんを
増やしてほしい 洋服屋さんがほしい

部活ができる場所がほしい
ＪＲの本数を増やしてほしい

駅前に図書館や公園がほしい

駅周辺に高校生が
遊べる場所が欲しい

大町ならではのイベントが
欲しい（季節ごと）

大町と言えばの特産品が欲しい

　　　　　　　　　　　　私たち岳陽生は、JRの本数の増便、景観美化
のための歩道整備、飲食店・ショッピングモール等の誘致、若者や観光
客増加のための音楽祭等の開催を実現してほしい。そして、岳陽生代表
として、丸山健太が大町市を変えたい。

音楽祭の開催（フェス）
スポーツ祭などの地域プロジェクト

休日勉強できる飲食店
・カフェ等がほしい ショッピングモールの誘致

座る場所・休憩場所を増やす

歩道と車道の整備

子どもが遊べる公園の整備

市川校長先生からひとこと
おかげ様で、リアルな政治の一端を知
ることができ、生徒が社会を視る目が
確実に深まりました。今後
とも地元との連携を一層深
めたいと思います。

まとめ意見 まとめ意見

まとめ意見
まとめ意見

Ｂ班

Ｃ班
電車の本数を増やす

Ｄ班

特集
若者が活躍できるまちづくりとは

第１回

高校生との意見交換会
高校生の声から始まる大町の未来
11月10日、岳陽高校生徒会役員が集まり、住み続け
たいまちや若者が活躍できるまちづくりについて議員
を交えて率直に話し合いました。

住み続けたいまち
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個人質問

　
Ｑ
　
ミ
ス
を
防
ぐ
に
は
、
内
部
統
制
の

制
定
は
明
ら
か
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
市

職
員
を
守
る
た
め
、
市
民
益
の
た
め
当
制

度
を
一
日
で
も
早
く
導
入
で
き
な
い
か
。

　
Ａ
　
市
で
は
庁
内
策
定
委
員
会
に
よ
り
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
基
本
方
針
及
び
、

実
施
計
画
の
協
議
を
進
め
て
い
る
。
内
部

統
制
に
つ
な
が
る
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
事
案
を

把
握
し
、
そ
の
対
策
を
職
員
間
で
共
有
す

る
こ
と
で
、
ミ
ス
の
発
生
を
未
然
に
防
止

し
、
適
正
な
業
務
の
執
行
が
可
能
と
な
る

体
制
の
整
備
を
行
う
。
今
後
も
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
の
基
本
方
針
と
実
施
計
画
の
制

定
を
優
先
的
に
進
め
て
い
く
。

松
糸
道
路
建
設
は
手
段
︑

そ
の
後
の
ま
ち
づ
く
り
が

大
事

　
Ｑ
　
沿
線
住
民
の
不
安
、
心
配
を
ど
の

様
に
解
決
し
て
い
く
か
。

　
Ａ
　
地
区
説
明
会
を
開
催
し
て
い
る
。

県
か
ら
は
道
路
設
計
の
担
当
職
員
、
用
地

や
建
物
等
の
移
転
補
償
に
精
通
し
た
職
員

が
出
席
し
、
大
判
の
計
画
図
や
三
次
元
モ

デ
ル
を
活
用
す
る
な
ど
、
会
議
の
方
法
を

工
夫
し
、
よ
り
丁
寧
に
個
別
具
体
的
な
説

明
を
行
な
っ
て
い
る
。
農
業
を
始
め
様
々

な
分
野
を
含
め
、
意
見
要
望
の
聞
き
取
り

に
努
め
る
。
ま
た
説
明
会
以
降
も
、
県
及

び
市
の
相
談
窓
口
に
お
い
て
個
別
の
要
望

や
意
見
を
直
接
聞
い
て
い
く
。

　
Ｑ
　
松
糸
道
路
を
利
用
し
、
ど
の
よ
う

な
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
く
の
か
。

　
Ａ
　 

立
地
適
正
化
計
画
を
策
定
し
て

い
る
。
松
糸
道
路
を
ま
ち
づ
く
り
の
骨
格

と
位
置
づ
け
「
大
町
版
コ
ン
パ
ク
ト
・
プ

ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
考
え
方
の
も

と
幹
線
道
路
網
の
再
構
築
、
中
心
市
街
地

へ
の
ア
ク
セ
ス
の
円
滑
化
を
し
、
都
市
機

能
の
誘
導
や
生
活
拠
点
の
形
成
に
係
る
各

種
施
策
を
推
進
し
、
地
域
間
が
連
携
・
共

存
す
る
都
市
づ
く
り
を
実
現
し
て
い
く
。

特
色
あ
る
幼
児
教
育
・

非
認
知
能
力
を

ど
う
育
て
る
か

　
Ｑ
　
少
子
化
が
進
む
中
、
保
育
園
の
再

編
は
や
む
を
得
な
い
。
認
定
こ
ど
も
園
と

共
存
し
な
が
ら
特
色
あ
る
幼
児
教
育
が
必

要
だ
が
市
と
し
て
の
考
え
は
。

　
Ａ
　
３
歳
未
満
児
の
保
育
需
要
の
増
加

や
時
間
外
保
育
な
ど
多
様
化
す
る
保
育

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
公
立
保
育
の

再
編
は
必
要
、
３
歳
以
上
の
幼
児
期
は
非

認
知
能
力
の
育
成
に
大
事
、
市
内
３
園
の

認
定
こ
ど
も
園
と
緊
密
に
連
携
を
と
り
な

が
ら
特
色
あ
る
幼
児
教
育
に
努
め
て
い
く
。

【
関
連
質
問
】

　
Ｑ
　
大
町
病
院
で
の
看
護
師
の
働
き
方

改
革
と
し
て
「
※
１
セ
ル
看
護
」
の
導
入
は
。

　
Ａ
　
※
２
固
定
チ
ー
ム
ナ
ー
シ
ン
グ
を

中
心
に
セ
ル
方
式
を
取
り
入
れ
た
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ト
型
の
看
護
体
制
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
Ｑ
　
中
心
市
街
地
の
ア
ー
ケ
ー
ド
撤
去

後
の
ま
ち
づ
く
り
は
。

　
Ａ
　
本
通
り
を「
に
ぎ
わ
う
場
の
中
心
」

と
し
、
歩
行
空
間
デ
ザ
イ
ン
や
道
路
構
造

の
再
整
備
の
調
査
検
討
を
進
め
る
。

　
Ｑ
　
当
市
の
介
護
者
慰
労
金
制
度
は
、

家
族
介
護
者
の
励
み
と
な
っ
て
い
る
大
変

誇
る
べ
き
制
度
だ
。
こ
れ
を
半
額
に
減
額

す
る
見
直
し
は
中
止
す
べ
き
。

　
Ａ
　
長
期
に
わ
た
り
、
安
定
し
た
福
祉

支
援
策
を
幅
広
く
持
続
的
に
推
進
す
る
た

め
の
苦
渋
の
選
択
と
な
る
。

公
民
館
利
用
者
負
担
増
の

減
免
基
準
見
直
し
は
撤
回
を

　
Ｑ
　
本
年
９
月
議
会
の
全
員
協
議
会

に
お
い
て
「
受
益
者
負
担
の
適
正
化
に
つ

い
て
」
改
正
案
が
提
案
さ
れ
た
。
社
会
教

育
施
設
で
あ
る
公
民
館
等
の
使
用
料
減
免

率
を
見
直
し
、
利
用
者
負
担
増
と
な
る
内

容
だ
。
使
用
料
収
入
の
増
加
は
。

　
Ａ
　
改
定
案
の
50
％
減
免
に
す
る
と
４

２
０
万
円
の
収
入
増
と
な
る
。

　
Ｑ
　
利
用
団
体
や
公
民
館
運
営
審
議

会
の
意
見
は
聞
か
な
い
の
か
。

　
Ａ
　
改
正
案
の
再
検
討
を
し
て
お
り

（
令
和
８
年
４
月
実
施
は
見
合
わ
せ
）、
今

後
登
録
団
体
や
利
用
団
体
に
説
明
し
意
見

を
聞
い
て
い
く
。

保
育
園
再
編
は
市
の
将
来

に
と
っ
て
有
益
か

　
Ｑ
　
保
育
園
を
７
園
か
ら
３
園
に
再
編

す
れ
ば
、
保
護
者
負
担
が
増
加
し
な
い
か
。

　
Ａ
　
通
園
距
離
が
長
く
な
る
地
区
は
負

担
が
生
じ
る
が
軽
減
策
を
講
じ
る
。

　
Ｑ
　
移
住
定
住
策
と
矛
盾
し
な
い
か
。

　
Ａ
　
子
育
て
環
境
全
般
を
充
実
す
る
。

　
Ｑ
　
当
市
は
、
何
を
強
み
に
、
ど
う
生

き
残
っ
て
い
く
の
か
。
そ
の
た
め
に
、
ど

ん
な
戦
略
の
柱
を
立
て
る
考
え
な
の
か
。

　
Ａ
　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
、
地
域
資
源
を
最
大
限
に
活
か
す
こ

と
が
重
要
。
北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術
祭
や

「
み
ず
の
わ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
の
取

組
を
通
じ
、
地
域
の
魅
力
を
高
め
、
関
係

人
口
や
市
民
満
足
度
の
向
上
に
つ
な
げ
て

い
く
。
第
６
次
総
合
計
画
で
は
、
地
域
資

源
を
磨
き
、
掛
け
合
わ
せ
て
活
用
す
る
施

策
を
戦
略
の
柱
と
し
て
位
置
づ
け
る
。

　
Ｑ
　
白
馬
な
ど
近
隣
地
域
の
人
口
流

動
を
当
市
の
移
住
定
住
に
生
か
す
考
え
は
。

　
Ａ
　
白
馬
エ
リ
ア
を
中
心
と
し
た
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
増
加
に
よ
る
人
口
流
動
を
好

機
と
捉
え
、
庁
内
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

住
み
や
す
い
暮
ら
し
の
場
と
し
て
選
ば
れ

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
Ｑ
　
移
住
増
を
定
住
へ
繋
げ
る
考
え
は
。

　
Ａ
　
移
住
窓
口
経
由
の
転
入
は
累
計
８

８
７
人
。
一
方
で
定
住
状
況
の
詳
細
把
握

は
十
分
で
は
な
い
。
移
住
後
の
サ
ポ
ー
ト

体
制
や
、
住
み
続
け
た
く
な
る
施
策
を
通

じ
て
定
住
促
進
に
努
め
て
い
く
。

　
Ｑ
　
戦
略
を
着
実
に
実
行
す
る
た
め
の

行
政
体
制
づ
く
り
に
向
け
た
進
捗
は
。

　
Ａ
　
行
政
改
革
推
進
本
部
や
事
務
改

善
研
究
委
員
会
を
中
心
に
組
織
体
制
の
見

直
し
や
業
務
改
善
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
方
針
と
実
施
計

画
の
策
定
を
進
行
中
。
今
後
は
研
修
実
施

や
職
場
環
境
改
善
な
ど
を
順
次
進
め
て
い

く
。

内
部
統
制
導
入
は
急
務

政
友
ク
ラ
ブ
代
表

　二
條

　孝
夫

に 

じ
ょ
う
　   
た
か  

お

大
町
市
の
生
き
残
り
戦
略
は
い
か
に

政
友
ク
ラ
ブ
　大
竹

　真
千
子

お
お
た
け
　
　   

ま
　
ち
　
こ

介
護
慰
労
金
減
額
の
中
止
を

日
本
共
産
党
大
町
市
議
団

　宮
田

　一
男

み
や  

た
　  

　
か
ず  

お

在宅介護者を支援する介護者慰労金の減額は中止を

一
般
質
問
は
「
代
表
質
問
」
と
「
個
人
質
問
」
が
あ
り
、

代
表
質
問
に
は
各
会
派
の
代
表
が
行
う
「
会
派
代
表
質
問
」
と
、
委
員
会
の
代
表
が
行
う
「
委
員
会
代
表
質
問
」
が
あ
り
ま
す
。

ルート線を示す大判地図　地域の悲願である
松糸道路早期開通を

大町は子育て最高の環境、大町だからこそで
きる幼児教育を

大町市の今後１０年の方向性を決める総合計画。
来年は策定の年

※1　セル看護：病室ごとに担当を決め、看護師の動線のムダを省き、患者さんの傍にいる時間を長くする看護体制。
※2　固定チームナーシング：固定された数名の看護師で、一人の患者さんを継続的にケアしていく看護体制。

会派代表質問

次
ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
動
画
が
見
ら
れ
ま
す
︒
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Ｑ
　
ク
マ
出
没
多
発
の
原
因
と
対
策
は
。

　
Ａ
　
令
和
７
年
度
の
大
町
市
の
ク
マ
の

目
撃
情
報
は
３
０
９
件
と
過
去
５
年
間
で

最
多
と
な
っ
た
。
人
身
被
害
は
死
亡
事
故

を
含
む
２
件
と
な
っ
て
い
る
。
令
和
５
年

度
も
ド
ン
グ
リ
等
が
豊
作
で
、
多
く
の
子

熊
が
生
ま
れ
た
も
の
と
予
想
さ
れ
、
そ
の

ク
マ
が
今
年
多
く
目
撃
さ
れ
た
と
考
え
る
。

県
全
体
で
は
推
定
生
息
数
は
把
握
さ
れ
て

い
な
い
が
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
目
撃
情
報

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
生
息
数

の
増
加
を
前
提
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
人
身
被
害
の
防
止
と
、
農
林
業
被
害
軽

減
等
の
対
策
の
強
化
に
取
り
組
む
。
ツ
キ

ノ
ワ
グ
マ
は
昨
年
４
月
か
ら
指
定
管
理
鳥

獣
に
追
加
さ
れ
、
県
が
作
成
し
た
第
２
種

特
定
鳥
獣
管
理
計
画
に
基
づ
き
、
個
体
群

管
理
を
し
、
個
体
調
整
す
る
事
に
加
え
、

侵
入
防
止
対
策
や
生
活
環
境
の
管
理
の
３

本
柱
を
基
本
と
し
、
防
災
行
政
無
線
や
緊

急
メ
ー
ル
、
ア
プ
リ
等
に
よ
る
注
意
喚
起

や
出
没
現
場
周
辺
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
警
戒

情
報
の
伝
達
等
の
対
策
を
強
化
し
、
国
や

県
、
警
察
等
と
の
連
携
に
取
り
組
む
。
環

境
省
が
策
定
し
た
「
ク
マ
被
害
対
策
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」、
県
が
策
定
し
た
「
※
３
ツ
キ
ノ

ワ
グ
マ
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
１
・
０
」
な
ど

を
踏
ま
え
、
ク
マ
か
ら
市
民
の
命
と
暮
ら

し
の
安
全
を
守
る
た
め
の
対
策
を
す
る
。

　
Ｑ
　
市
は
お
米
券
を
配
る
の
か
。

　
Ａ
　
国
の
重
点
支
援
地
方
交
付
金
で
、

有
効
な
支
援
策
と
な
る
様
、
市
と
し
て
検

討
す
る
。

　
Ｑ
　
官
製
談
合
防
止
の
対
策
は
。

　
Ａ
　
裁
判
の
経
緯
を
踏
ま
え
分
析
と
検

証
を
行
っ
て
い
る
。
入
札
要
領
の
見
直
し

や
検
討
委
員
会
で
も
有
識
者
や
弁
護
士
を

交
え
再
発
防
止
に
向
け
た
対
策
を
本
年
度

を
目
途
に
ま
と
め
た
い
。

　
Ｑ
　
議
決
を
経
ず
に
工
事
金
額
の
変

更
を
行
っ
た
入
札
制
度
の
検
証
と
防
止
策

は
。

　
Ａ
　
工
事
中
の
不
測
の
事
態
に
よ
り
議

決
を
待
っ
て
の
工
事
で
は
工
事
の
遅
れ
が

懸
念
さ
れ
、
止
む
を
得
ず
手
順
を
前
後
さ

せ
て
し
ま
っ
た
。
管
理
監
督
機
能
の
強
化

を
図
り
再
発
防
止
を
徹
底
し
た
い
。

　
Ｑ
　
中
小
受
託
取
引
適
正
化
法
の
施

行
に
よ
り
工
事
の
遅
れ
は
人
件
費
の
補
償

に
も
及
び
か
ね
な
い
。
条
例
等
を
整
備
し
、

対
応
策
を
検
討
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
Ａ
　
物
価
の
急
激
な
変
動
や
中
小
受

託
取
引
適
正
化
法
の
強
化
で
予
期
せ
ぬ
事

態
も
考
え
ら
れ
る
。
必
要
性
を
踏
ま
え
慎

重
に
調
査
研
究
を
し
た
い
。

持
続
可
能
な
芸
術
活
動
の

支
援
を

　
Ｑ
　
文
化
芸
術
振
興
条
例
制
定
で
持

続
可
能
な
団
体
活
動
の
環
境
整
備
と
部
活

動
と
の
連
携
は
検
討
さ
れ
な
い
か
。

　
Ａ
　
指
導
者
と
し
て
の
関
わ
り
を
持
つ

こ
と
で
団
体
自
身
も
持
続
可
能
な
も
の
と

な
る
こ
と
に
期
待
を
し
た
い
。
ま
た
施
設

利
用
料
の
減
免
な
ど
に
も
配
慮
し
た
い
。

　
Ｑ
　
令
和
６
年
度
、
大
町
中
学
校
か
ら

岳
陽
高
校
に
入
学
し
た
生
徒
は
51
人
、

年
々
地
元
高
校
に
進
学
す
る
生
徒
が
減
少

し
て
い
く
状
況
を
、
市
は
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

　
Ａ
　
当
市
に
と
っ
て
唯
一
の
高
校
で
あ

り
重
要
な
教
育
資
源
、
財
産
で
あ
る
。

県
立
高
校
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
傍
観
す

る
こ
と
な
く
、
岳
陽
高
校
の
魅
力
化
を
重

要
な
地
域
課
題
と
受
け
止
め
、
岳
陽
高
校

と
連
携
を
深
め
、
有
効
な
支
援
策
に
つ
い

て
早
急
に
検
討
し
実
施
し
た
い
。

　
Ｑ
　
市
は
、
地
元
の
高
校
が
な
く
な
っ

た
ら
大
町
市
の
未
来
は
ど
う
な
る
と
考
え

る
か
。

　
Ａ
　
も
し
仮
に
唯
一
の
高
校
が
な
く

な
っ
た
場
合
、
深
刻
な
影
響
が
地
域
社
会

に
起
こ
る
と
考
え
る
。

　
Ｑ
　
岳
陽
高
校
の
魅
力
化
を
推
進
す

る
体
制
整
備
を
、
大
町
市
主
導
で
取
り
組

ん
で
は
ど
う
か
。

　
Ａ
　
岳
陽
高
校
の
魅
力
を
引
き
出
す
た

め
に
、
市
と
岳
陽
高
校
が
共
に
検
討
す
る

組
織
を
立
ち
上
げ
る
。

　
Ｑ
　
そ
の
組
織
は
、
い
つ
立
ち
上
げ
る

考
え
か
。

　
Ａ
　
岳
陽
高
校
の
同
意
が
あ
れ
ば
速
や

か
に
組
織
を
立
ち
上
げ
る
。

　
Ｑ
　
そ
の
組
織
は
、
ど
こ
に
設
置
す
る

考
え
か
。

　
Ａ
　
教
育
委
員
会
内
に
事
務
局
を
設

置
し
た
い
。

　
Ｑ
　
高
齢
者
が
定
期
的
に
集
ま
り
、
団

ら
ん
や
カ
ラ
オ
ケ
を
す
る
宮
田
町
等
の
取

り
組
み
を
自
治
会
に
広
げ
ら
れ
な
い
か
。

　
Ａ
　
各
団
体
と
意
見
交
換
を
重
ね
な
が

ら
、
活
動
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

　
Ｑ
　
市
内
施
設
の
当
事
者
負
担
が
進

む
一
方
で
、市
民
が
自
主
的
に
ス
ポ
ー
ツ・

文
化
活
動
等
で
集
ま
る
こ
と
は
、
健
康
維

持
の
た
め
の
重
要
な
機
会
だ
。
市
民
活
動

継
続
の
た
め
の
支
援
は
。

　
Ａ
　
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
等
や
陶
芸
の
家
へ

の
支
援
の
他
、
よ
り
多
く
の
方
々
の
参
加

機
会
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

　
Ｑ
　
人
生
最
後
の
時
を
自
宅
で
過
ご
せ

る
体
制
づ
く
り
の
た
め
、
大
町
病
院
の
先

生
や
ス
タ
ッ
フ
達
が
、
訪
問
医
療
・
介
護

に
情
熱
を
燃
や
し
て
い
る
。
市
は
連
携
を

ど
う
は
か
っ
て
い
く
か
。

　
Ａ
　
医
師
や
ス
タ
ッ
フ
の
不
足
、
虹
の

家
の
活
用
、
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
へ
の

支
援
者
不
足
等
に
対
応
す
る
た
め
協
力
・

支
援
が
必
要
。
市
民
へ
の
情
報
発
信
・
啓

発
活
動
も
連
携
し
て
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
Ｑ
　
子
供
の
社
会
的
孤
立
に
対
し
、
市

独
自
の
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
指
導
員
」
は
、

卒
業
前
後
に
は
子
供
と
共
に
企
業
を
訪
問

す
る
、
不
登
校
の
子
供
達
と
通
信
高
校
等

を
繋
ぐ
等
、
重
要
な
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
。

取
り
組
み
の
充
実
を
進
め
ら
れ
な
い
か
。

　
Ａ
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
を
繋
ぐ
重
要

な
役
割
と
位
置
付
け
る
。
他
の
学
外
の
居

場
所
の
整
備
と
共
に
、
子
供
達
の
進
路
支

援
を
行
っ
て
い
く
。

お
せ
っ
か
い
を
し
合
え
る
町
を
つ
く
る

岳
陽
高
校
魅
力
化
へ
動
き
出
す

政
友
ク
ラ
ブ

　中
村

　直
人

な
か 

む
ら
　
　 
な
お  

と

市
民
ク
ラ
ブ
　中
牧

　盛
登

な
か
ま
き
　
　 

も
り  

と

官
製
談
合
の
防
止
と
入
札
の
あ
り
方

大
町
市
　
ク
マ
出
没
多
発

クマの性質を知ろう
魅力化向上へ取り組みが動き出す大町岳陽高校

みんなで考えようプロジェクト。官民連携の活動
が生まれている

※3　ツキノワグマ対策パッケージ１.０：県民の命を守り、暮らしの安全を確保する対策。

談合防止は勿論だが入札制度そのものの問題点の
改善を

政
友
ク
ラ
ブ

　西
澤

　和
保

に
し
ざ
わ
　 

　
た
か  

ほ

峻
嶺
会

　一
本
木

　秀
章

い
っ
ぽ
ん  

ぎ 

　
　 

ひ
で
あ
き

次
ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問
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二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
動
画
が
見
ら
れ
ま
す
︒

各
議
員
の
一
般
質
問
の
様
子
を
大
町
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
議
会
中
継
映
像
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。



無
所
属
ク
ラ
ブ
　植
松

　悠
一
郎

う
え
ま
つ
　
　
ゆ
う
い
ち
ろ
う

無
所
属
ク
ラ
ブ

　大
和

　幸
久

お
お  

わ
　
　   

よ
し 

ひ
さ

日
本
共
産
党
大
町
市
議
団

　栗
林

　陽
一

く
り
ば
や
し
　  
よ
う
い
ち

　
Ｑ
　
高
齢
者
が
雪
か
き
を
行
う
と
、
心

疾
患
の
引
き
金
に
な
る
リ
ス
ク
が
あ
る
と

聞
く
が
、
病
院
で
の
実
態
は
ど
う
か
。

　
Ａ
　
実
数
を
把
握
し
て
い
な
い
が
、
救

急
外
来
な
ど
で
一
定
の
事
例
が
あ
る
。

　
Ｑ
　
雪
か
き
支
援
は
命
に
関
わ
る
施
策
。

よ
り
多
く
の
高
齢
者
の
方
が
利
用
で
き
る

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

　
Ａ
　
見
直
し
も
含
め
た
、
制
度
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

　
Ｑ
　
雪
下
ろ
し
も
命
に
関
わ
る
作
業
。

業
者
委
託
費
用
に
対
し
て
８
千
円
の
補
助

が
あ
る
が
、
自
己
負
担
が
大
き
く
利
用
を

控
え
る
人
の
実
態
を
調
査
で
き
な
い
か
。

　
Ａ
　
民
生
委
員
と
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
市
に
情
報
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　
Ｑ
　
支
払
え
る
分
だ
け
業
者
へ
お
願
い

す
る
な
ど
し
て
、
皆
さ
ん
必
死
に
対
応
し

て
い
る
。
実
態
を
把
握
し
て
ほ
し
い
。

　
Ａ
　
民
生
委
員
か
ら
聞
く
よ
う
に
す
る
。

　
Ｑ
　
も
う
一
度
言
う
が
命
に
係
わ
る
リ

ス
ク
。
実
態
を
把
握
で
き
な
い
か
。

　
Ａ
　
年
に
数
回
、
民
生
委
員
と
の
会
議

が
あ
る
の
で
、
そ
の
中
で
聞
く
。

　
Ｑ
　
３
月
議
会
で
こ
の
冬
に
向
け
て
金

額
の
見
直
し
を
す
る
と
答
弁
が
あ
っ
た
が
。

　
Ａ
　
こ
の
冬
は
同
額
。
８
年
度
に
つ
い

て
は
検
討
す
る
。

　
Ｑ
　
子
育
て
に
つ
い
て
は
、
市
民
意
識

調
査
で
、
経
済
的
支
援
を
多
く
の
人
か
ら

強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
Ａ
　
す
で
に
様
々
な
経
済
的
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
Ｑ
　
市
長
が
考
え
る
理
想
的
な
職
場

と
は
ど
ん
な
職
場
か
。

　
Ａ
　
自
ら
考
え
行
動
し
、
上
司
と
部
下

が
立
場
に
関
わ
ら
ず
常
に
意
見
を
交
わ
し

な
が
ら
職
員
が
活
き
活
き
と
働
け
る
風
通

し
の
良
い
職
場
。

　
Ｑ
　
職
員
提
案
は
、
ど
の
よ
う
な
意
図

で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
か
。

　
Ａ
　
職
員
の
意
欲
・
資
質
向
上
の
た
め
。

　
Ｑ
　
職
員
の
話
で
は
就
職
し
て
最
初
の

５
・
６
年
は
や
る
気
に
満
ち
溢
れ
職
員
提

案
を
た
く
さ
ん
出
す
が
何
も
変
わ
ら
な
い

こ
と
で
、
提
案
し
な
く
な
る
と
聞
い
た
が
。

　
Ａ
　
提
案
し
て
も
職
場
が
変
わ
ら
な
い

と
い
う
認
識
を
、
も
し
若
手
職
員
、
あ
る

い
は
提
案
し
た
職
員
が
そ
う
思
っ
て
い
る

な
ら
ば
大
変
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。
や
り

方
、
周
知
の
仕
方
を
検
討
す
る
。

　
Ｑ
　
風
通
し
の
良
い
職
場
を
作
る
活
動

は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
ど
の
よ
う
な
影
響

が
あ
る
の
か
。

　
Ａ
　
職
員
全
体
の
意
欲
が
高
ま
り
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
。

　
Ｑ
　
対
話
研
修
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る

※
４
心
理
的
安
全
性
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
Ａ
　
職
員
が
提
言
や
直
し
て
欲
し
い
こ

と
を
率
直
に
言
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。

　
Ｑ
　
風
通
し
の
改
善
は
業
務
か
。

　
Ａ
　
業
務
の
下
支
え
に
な
る
も
の
で
、

業
務
と
い
う
か
仕
事
の
一
環
で
あ
る
。

　
Ｑ
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ

と
は
推
奨
す
る
か
。

　
Ａ
　
推
奨
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
Ｑ
　
10
月
16
日
長
野
地
裁
に
お
い
て
大

町
市
の
官
製
談
合
事
件
の
判
決
が
あ
っ
た
。

市
民
か
ら
は
「
裏
切
ら
れ
た
気
分
。
二
度

と
起
き
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」
頻
発

す
る
不
祥
事
に
「
綱
紀
が
緩
ん
で
い
る
の

で
は
な
い
か
」
な
ど
、
厳
し
い
批
判
が
あ

が
っ
て
い
る
。
市
民
が
求
め
る
真
相
の
究

明
と
「
真
の
不
正
根
絶
の
実
現
」
に
応
え

る
取
り
組
み
は
で
き
る
か
伺
う
。

　
Ａ
　
10
月
16
日
の
実
刑
判
決
を
受
け
、

当
該
職
員
は
、
刑
の
確
定
に
よ
り
懲
戒
免

職
処
分
に
よ
り
失
職
。
事
業
者
は
一
年
間

の
指
名
停
止
処
分
と
し
た
。
事
業
者
か
ら

の
不
当
な
情
報
提
供
要
求
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
、
そ
の
責
務
を
明
確
に
し
て
不
当
な

情
報
提
供
要
求
に
対
す
る
対
処
方
法
を
確

立
し
て
、
入
札
契
約
事
務
の
不
正
行
為
を

根
絶
し
透
明
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
課
題
。

　
官
製
談
合
防
止
等
対
策
検
討
委
員
会

（
以
下
、
検
討
委
員
会
）
の
審
議
を
通
じ

て
体
制
を
整
え
て
い
く
。

　
Ｑ
　
検
討
委
員
会
は
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
関
連
の

５
事
業
者
、
職
員
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
結
果
を
も
と
に
審
議
し
て
い
る
。
こ
れ

で
は
、「
な
ぜ
30
年
も
前
か
ら
事
業
者
間

の
受
注
調
整
（
談
合
）
が
常
習
化
し
て
い

る
の
か
」「
な
ぜ
市
職
員
が
10
年
も
前
か

ら
情
報
漏
え
い
を
繰
り
返
し
て
い
た
の

か
」
を
解
明
で
き
ず
、
市
民
の
求
め
る
真

相
究
明
に
ほ
ど
遠
い
審
査
で
終
わ
っ
て
し

ま
う
。

　
Ａ
　
裁
判
で
調
整（
談
合
）と
か
出
た
が
、

証
拠
陳
述
だ
け
で
立
証
は
な
く
、
検
討
委

員
会
で
は
審
議
は
し
な
い
。

　
Ｑ
　
来
年
度
か
ら
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
月
額
使
用
料
を
１
０
０
０
円
徴
収
す

る
が
市
の
収
入
は
幾
ら
に
な
る
の
か

　
Ａ
　
来
年
度
は
約
１
８
０
万
円
を
見
込

ん
で
い
る
。

　
Ｑ
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
月
額
使
用

料
を
徴
収
す
る
こ
と
に
し
た
理
由
は
何
か
。

　
Ａ
　
受
益
者
負
担
の
適
正
化
を
図
る
観

点
か
ら
、
月
額
制
に
見
直
し
た
。

　
Ｑ
　
子
育
て
施
策
と
受
益
者
負
担
の

整
合
性
を
説
明
で
き
る
か
。

　
Ａ
　
受
益
者
負
担
の
考
え
方
を
基
本
と

し
、
利
用
す
る
方
と
財
政
負
担
と
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
慮
し
、
今
回
の
改
定
に
至
っ
た
。

松
糸
道
路
の
騒
音
に
つ
い
て

　
Ｑ
　
松
糸
道
路
の
騒
音
の
基
準
は
道

路
の
区
分
に
応
じ
て
設
定
さ
れ
て
い
る
の

か
。

　
Ａ
　
幹
線
道
路
に
お
け
る
近
接
空
間
の

環
境
基
準
を
適
用
す
る
。

　
Ｑ
　
幹
線
道
路
の
基
準
は
70
㏈
と
な
っ

て
い
る
が
広
報
に
書
か
れ
て
い
た
60
㏈
ま

で
に
お
さ
え
ら
れ
る
の
か
。

　
Ａ
　
幹
線
道
路
と
言
っ
て
も
一
概
に
条

件
が
同
じ
で
は
な
い
。
盛
土
構
造
の
為
、

音
の
伝
達
特
性
上
、
一
般
的
に
は
騒
音
は

大
幅
に
低
減
さ
れ
る
。

　
Ｑ
　
閑
静
な
住
宅
地
に
60
㏈
の
騒
音

は
住
民
の
負
担
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
Ａ
　
現
時
点
で
は
具
体
的
な
対
策
を
示

す
段
階
に
至
っ
て
い
な
い
。
住
民
の
皆
様

の
意
見
を
聞
き
、
騒
音
の
低
減
を
は
か
る

た
め
に
具
体
的
な
検
討
を
県
に
働
き
か
け

て
い
く
。

学
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
料
に
つ
い
て

風
通
し
よ
く
大
町
市
を
変
え
る
に
は

官
製
談
合
事
件
市
民
の
為
真
相
究
明
を

高
齢
者
と
子
育
て
世
帯
の
支
援
強
化
を 風通しの良い職場づくりの研修風景

雪かきの死亡リスクについて世界中で注意喚起
されている

不祥事が絶えない中での官製談合事件、あいまいな
幕引きは許されない

※4　心理的安全性：みんなが気兼ねなく意見を述べることができ、自分らしくいられる文化。

松糸道路の騒音が生活環境に与える影響への
対策が求められる

市
民
ク
ラ
ブ

　小
澤

　悟

お  

ざ
わ
　
　
さ
と
る

201号（ 2026年２月 ）201号（ 2026年２月 ）

次
ペ
ー
ジ
は
、
一
般
質
問
と
常
任
委
員
会
審
査
報
告

一
般
質
問
は
市
の
行
政
全
般
に
関
し
て
議
員
が
そ
の
考
え
や
意
見
を
聞
く
も
の
で
す
。
こ
こ
で
は
議
場
の
や
り
と
り
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

こ
の
欄
は
質
問
議
員
の
原
稿
ど
お
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。

二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
動
画
が
見
ら
れ
ま
す
︒



　
Ｑ
　
大
町
市
の
文
化
芸
術
振
興
条
例

の
制
定
に
向
け
た
取
組
み
の
進
捗
は
。

　
Ａ
　
令
和
８
年
度
の
制
定
を
目
指
し
審

議
会
に
よ
る
検
討
を
行
な
っ
て
い
く
。

　
Ｑ
　
東
京
芸
術
大
学
は
芸
術
が
社
会

の
様
々
な
分
野
に
関
わ
る
こ
と
で
、
認
知

症
予
防
や
障
が
い
者
の
芸
術
活
動
等
、
社

会
的
課
題
を
解
決
す
る
「
※
５
文
化
的
処

方
」
の
取
組
み
を
行
な
っ
て
い
る
。
大
町

市
も
芸
術
系
大
学
や
学
部
と
連
携
し
文

化
的
処
方
に
取
組
む
考
え
は
あ
る
か
。

　
Ａ
　
今
後
、
芸
大
や
民
間
団
体
等
と
連

携
し
、
文
化
芸
術
が
社
会
に
ど
ん
な
役
割

を
果
た
せ
る
か
検
討
す
る
。

　
Ｑ
　
廃
校
等
を
利
用
し
た
「
芸
術
作
品

の
展
示
施
設
」
や
「
文
化
財
保
存
施
設
」

の
設
置
を
提
言
す
る
。

　
Ａ
　
芸
術
作
品
や
文
化
財
は
空
調
設

備
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
整
っ
た
施
設
で
の

一
体
的
な
保
存
と
活
用
が
望
ま
れ
る
。
ま

た
多
種
多
様
な
常
設
展
示
が
行
え
、
作
品

に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
も
必
要
。
ど

の
廃
校
施
設
を
活
用
で
き
る
か
検
討
す
る
。

校
内
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の

設
置
を

　
Ｑ
　
小
中
学
校
の
校
内
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
、
い
わ
ゆ
る
校
内
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
の
設
置
を
本
日
、
再
度
提
言
す
る
。

　
Ａ
　
来
年
４
月
に
開
校
す
る
大
町
北
部

小
学
校
と
大
町
南
部
小
学
校
に
、
校
内
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
、仮
称「
ほ
っ
と
ス
ペ
ー

ス
」
を
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
Ｑ
　
枯
れ
た
樹
に
よ
る
人
身
被
害
対

策
を
問
う
。
全
国
で
は
太
い
枝
の
落
下
や
、

太
い
幹
が
折
れ
て
通
行
人
や
車
な
ど
に
被

害
が
発
生
し
て
い
る
。
事
故
予
防
対
策
に

つ
い
て
広
報
で
伝
え
る
べ
き
だ
。

　
Ａ
　
木
崎
、
青
木
で
10
本
ほ
ど
の
被
害

木
を
確
認
し
て
い
る
。

　
道
路
な
ど
に
面
し
た
ナ
ラ
枯
れ
被
害
木

の
事
故
防
止
対
策
で
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や

人
家
に
隣
接
し
た
場
所
で
ナ
ラ
枯
れ
が
確

認
さ
れ
た
と
き
は
、
必
要
な
伐
倒
や
燻
蒸

処
理
を
行
う
。

ハ
ン
タ
ー
育
成
の
た
め
の

公
費
負
担
に
つ
い
て

　
Ｑ
　
大
町
市
役
所
の
ハ
ン
タ
ー
は
何
人

い
る
の
か
。

　
Ａ
　
農
林
水
産
課
に
は
銃
と
罠
の
資
格

者
が
１
名
、
会
計
年
度
任
用
職
員
２
名
、

罠
免
許
の
み
の
職
員
が
１
名
在
籍
し
て
い

る
。
有
害
鳥
獣
対
策
を
強
化
す
る
た
め
に

対
応
を
し
て
き
た
訳
だ
が
全
国
的
に
も
先

進
的
な
取
り
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

　
狩
猟
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
有
害

鳥
獣
捕
獲
に
従
事
す
る
こ
と
を
条
件
に
、

新
規
に
狩
猟
免
許
や
銃
砲
所
持
許
可
を

取
得
す
る
経
費
と
と
も
に
、
狩
猟
者
登
録

手
数
料
や
ハ
ン
タ
ー
保
険
な
ど
に
対
し
て

助
成
を
行
っ
て
い
る
。

　
ク
マ
被
害
対
策
は
非
常
に
危
険
な
業
務

で
あ
る
こ
と
を
強
く
実
感
し
て
い
る
。
猟

友
会
に
は
日
頃
よ
り
市
の
有
害
鳥
獣
対
策

に
協
力
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
す
る
次

第
だ
。

市
内
の
ナ
ラ
の
樹
は
５
年
で
全
滅
す
る

文
化
芸
術
団
体
へ
の
支
援
の
強
化
を

松枯れと同様にナラ枯れは止められない。植林に
活路を目指せ

市民の様々な文化芸術活動が、市民の活力の向上に
繋がっている

※５　文化的処方：薬の代わりにアートや文化活動を通じて、人々の心身の健康増進、孤独・孤立の解消、
　　　　　　　　　コミュニティのつながりを育むアプローチ。
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議
案
第
��
号
　

　
大
町
市
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
明
日
香
荘

　
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

■
結
果

　全
会
一
致
で
可
決

議案の概要

大
町
市
交
流
セ
ン
タ
ー
明
日
香
荘
の
指

定
管
理
者
が
︵
株
︶
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
シ

ン
ワ
に
決
ま
っ
た
︒指
定
期
間
は
５
年
間
︒

問
　
　
新
た
な
指
定
管
理
者
を
選
定
す
る
に
至
っ
た

要
因
は
何
か
。

答
　
　
新
た
な
指
定
管
理
候
補
者
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
呼
び
込
み
で
、
よ
り
多
く
の
誘
客
に
つ
な
げ
た

い
、
と
い
う
提
案
が
あ
っ
た
点
等
で
あ
る
。

問
　
　
指
定
管
理
料
は
い
く
ら
か
。

答
　
　
１
６
０
０
万
円
（
１
年
）
を
予
定
し
て
い
る
。

問
　
　
あ
ら
た
な
指
定
管
理
候
補
者
の
実
績
に
つ
い

て
は
ど
う
か
。

答
　
　
佐
久
、
軽
井
沢
、
山
梨
で
指
定
管
理
施
設
の

運
営
実
績
が
あ
る
。

委
員
会
審
査

新
た
な
指
定
管
理
者

決
ま
る

議
案
第
��
号
　

　
令
和
７
年
度
大
町
市

　
一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第
６
号
︶

■
結
果

　全
会
一
致
で
可
決

議案の概要

文
化
会
館
の
ト
イ
レ
洋
式
化
の

設
計
業
務
委
託
料
に
つ
い
て

問
　
　
５
０
０
万
円
余
は
高
い
よ
う
に
感
じ

る
が
、
業
務
内
容
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
　
　
文
化
会
館
の
楽
屋
や
フ
レ
ン
ド
プ
ラ

ザ
を
合
わ
せ
、
合
計
19
か
所
の
洋
式
化
を
行
う
。

工
事
個
所
が
多
岐
に
わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

場
所
で
形
状
が
違
う
た
め
業
務
が
複
雑
化
し

て
い
る
。

委
員
会
審
査

設
計
委
託
料
は

妥
当
か

議
案
第
��
号
　
大
町
市
景
観
条
例
制
定
に
つ
い
て

■
結
果

　賛
成
多
数
で
可
決

議案の概要

大
町
市
の
優
れ
た
景
観
は
市
民
の
か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
あ

る
︒
こ
の
魅
力
あ
る
景
観
を
守
り
育
て
︑
１
０
０
年
先
の
未
来
へ

継
承
し
て
い
く
た
め
に
︑
国
の
景
観
法
に
基
づ
く
大
町
市
景
観
条

例
を
制
定
す
る
︒

問
　
　
眺
望
（
見
渡
し
た
な
が
め
）

点
は
ど
の
様
に
決
定
し
た
か
。

答
　
　
現
在
策
定
中
の
景
観
計
画
に

お
い
て
、
住
民
懇
談
会
や
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
に
基
づ
き
、
指
定
候
補
と
し

て
14
ヵ
所
を
指
定
す
る
。

問
　
　
松
本
糸
魚
川
連
絡
道
路
に
お

け
る
本
条
例
と
の
整
合
性
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
か
。

答
　
　
本
条
令
の
上
位
法
で
あ
る
景

観
法
の
趣
旨
に
お
い
て
、「
地
域
の

自
然
、歴
史
、文
化
等
と
人
々
の
生
活
、

経
済
活
動
と
の
調
和
に
よ
り
、
地
域

の
活
性
化
に
資
す
る
も
の
が
良
好
な

景
観
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

松
糸
道
路
の
建
設
自
体
が
法
と
そ
ぐ

わ
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
と

考
え
る
。

委
員
会
審
査

素
晴
ら
し
い
景
観
を
守
り
引
き
継
ぐ

三日町配水池

堀
　
堅
一

ほ
り
　
　
け
ん
い
ち

ば
っ
と
う

く
ん
じ
ょ
う

わ
な

太
田
　
昭
司

お
お 

た
　
　   

し
ょ
う 

じ

わ
な

　

議
案
の
審
査
と
採
決
の
な
が
れ　
　

本
会
議
で
議
案
の
提
案
⬇
各
常
任
委
員
会
に
付
託
（
審
査
を
任
せ
る
）

⬇

　委
員
会
審
査

　⬇
本
会
議
で
審
査
内
容
報
告
⬇
採
決

採
決
前
に
、
議
案
に
対
す
る
賛
否
に
つ
い
て
討
論
で
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

主な案件の審議内容を掲載します

次
ペ
ー
ジ
は
、
行
政
視
察
報
告

201号（ 2026年２月 ）201号（ 2026年２月 ）

一
問
一
答
形
式
で
質
問
す
る
議
員
１
人
の
持
ち
時
間
は
20
分
以
内
と
決
め
ら
れ
て
お
り
、

行
政
側
の
答
弁
を
含
め
る
と
、
50
分
程
度
と
な
り
ま
す
。



キ
ニ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
な
ど
、
対
話
機
会
を
増

や
し
、
政
策
提
言
に
つ
な
げ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
主
権
者
教
育
の
推
進
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

■
三
重
県
い
な
べ
市

　
い
な
べ
市
で
は
広
報
公
聴
委
員
会
を
設
置
し
、

市
民
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
積
極
的
に
行
い
、
開

か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。
議
会
棟

に
入
る
と
壁
一
面
に
「
市
民
の
声
」
が
掲
示
さ

れ
て
お
り
、
市
民
の
意
見
を
大
切
に
し
、
市
政

へ
の
参
画
が
着
実
に
進
ん
で
い
る
と
感
じ
ま
し

た
。

　
議
案
審
議
前
に
希
望
議
員
に
よ
る
「
事
前
勉

強
会
」
な
ど
の
取
り
組
み
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
み
ん
な
の
声
カ
フ
ェ
」「
議
案
へ
の

市
民
意
見
募
集
」
な
ど
、「
い
な
べ
市
議
会
行

動
計
画
」
に
基
づ
い
た
政
策
サ
イ
ク
ル
へ
の
取

り
組
み
が
あ
り
、
学
ぶ
べ
き
こ
と
の
多
い
研
修

で
し
た
。

　
当
市
で
も
議
会
モ
ニ
タ
ー
を
今
年
か
ら
募
集

し
、
市
民
の
声
を
広
く
聴
く
取
組
み
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
長
野
県
駒
ケ
根
市

　
駒
ケ
根
市
で
は
、
議
会
広
報
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
し
、

意
見
交
換
会
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
市
民
と
議
会
の
ど

ち
ら
か
一
方
向
だ
け
に
な
ら
ず
、
議
会
の
改
革
に
も
つ

な
が
り
、
議
会
が
何
を
行
っ
て
い
る
か
を
市
民
に
分
か

り
や
す
く
伝
え
ら
れ
る
こ

と
は
、
議
会
と
の
接
点
が

増
え
る
良
い
や
り
方
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

　
議
会
改
革
に
つ
い
て
は
、

議
会
基
本
条
例
の
検
証
に

よ
り
、
明
確
に
な
っ
た
課

題
の
解
決
を
は
か
る
べ
く
、

議
員
間
自
由
討
議
の
方
法

と
し
て
「
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
や
「
ツ

議
会
運
営
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会駒ケ根市議会視察の様子

いなべ市議会　市民の声の掲示

合
同
視
察

●
日
程
　
令
和
７
年
��
月
��
日
～
��
日

●
内
容

　
・
議
会
改
革
・
広
報
広
聴
委
員
会
に
つ
い
て

　
　︵
長
野
県
駒
ケ
根
市
︶

　
・
議
会
改
革
・
広
報
広
聴
委
員
会
に
つ
い
て

　
　︵
三
重
県
い
な
べ
市
︶

■
屋
内
児
童
遊
戯
施
設
（
山
形
市
）

　
平
成
26
年
12
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
屋
内

児
童
遊
戯
施
設
「
べ
に
っ
こ
ひ
ろ
ば
」
は

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
、
子
ど

も
の
遊
び
場
、
子
育
て
相
談
、
保
護
者
の

交
流
の
場
を
提
供
。
夜
間
に
は
部
活
動
や

社
会
人
ク
ラ
ブ
に
大
ホ
ー
ル
（
体
育
館
用

途
）
を
開
放
し
て
い
ま
す
。
大
町
市
で
も

子
ど
も
の
遊
び
場
を
求
め
る
声
は
多
く
貴

重
な
参
考
事
例
と
な
り
ま
し
た
。

■
病
院
新
築
移
転
の
官
民
連
携（
米
沢
市
）

　
新
築
し
た
米
沢
市
立
病
院
の
敷
地
内
に

民
間
の
三
友
堂
病
院
を
新
築
移
転
し
た
官

民
連
携
事
例
。
以
前
は
両
病
院
そ
れ
ぞ
れ

が
急
性
期
と
回
復
期
の
両
医
療
を
提
供
し

て
き
ま
し
た
が
、
新
築
を
機
に
機
能
再
編

し
、
急
性
期
は
米
沢
市
立
病
院
が
、
回
復

期
は
三
友
堂
病
院
が
担
う
こ
と
に
。
今
後

の
大
町
病
院
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
、

非
常
に
参
考
と
な
る
事
例
で
す
。

■
特
色
あ
る
幼
児
教
育
・
保
育（
福
島
市
）

　
福
島
市
が
進
め
る
特
色
あ
る
幼
児
教

育
・
保
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
福
島
市
の
幼

稚
園
・
保
育
園
等
の
多
く
が
私
立
で
あ
り
、

独
自
の
方
針
の
も
と
特
色
あ
る
取
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
自
然
環
境
系
、
運
動
系
、

文
化
芸
術
系
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
系
な
ど
。
自

己
肯
定
感
、
非
認
知
能
力
等
の
重
要
性
が

指
摘
さ
れ
る
今
日
。
大
町
市
に
と
っ
て
参

考
に
す
べ
き
多
く
の
学
び
が
あ
り
ま
し
た
。

●
日
程
　
令
和
７
年
10
月
28
日
〜
30
日

●
内
容

・
屋
内
児
童
遊
戯
施
設
に
つ
い
て

　︵
山
形
県
山
形
市
︶

・
市
立
病
院
建
替
え
の
官
民
連
携
に
つ
い
て

　︵
山
形
県
米
沢
市
︶

・
特
色
あ
る
幼
児
教
育
・
保
育
に
つ
い
て

　︵
福
島
県
福
島
市
︶

米沢市立病院の視察の様子 山形市べにっこひろば屋内児童遊戯施設

詳
し
く
は
大
町
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
行
政
視
察
報
告
書
を
公
開
し
て

お
り
ま
す
。

クールダウンミーティング：本会議や委員会後に、議員同士で論点や課題を整理し、冷静に振り返るための意見交換の場
ツキニミーティング：常任委員会が月に２回集い、身近な課題や意見を気軽に話し合い、市政に生かすための自由討議の場
みんなの声カフェ：市民と議員が気軽に対話し、地域課題や市政への意見を共有し、議会活動に活かすための意見交換の場

■
若
手
音
楽
家
を
主
と
し
た
若
者
の
定
住

と
町
づ
く
り
（
島
根
県
浜
田
市
）

　
若
者
が
暮
ら
し
や
す
い
町
づ
く
り
を
目

指
し
、
音
楽
活
動
の
場
と
地
域
の
雇
用
を

結
び
つ
け
る
目
的
と
し
て
、
卒
業
後
の
音

楽
活
動
の
継
続
を
求
め
る
全
国
の
音
大
生

を
対
象
に
、
官
民
連
携
事
業
を
す
す
め
て

い
ま
す
。
地
域
の
音
楽
活
動
の
普
及
活
動

や
部
活
動
の
指
導
等
、
地
域
活
性
化
や
教

育
分
野
に
も
波
及
効
果
を
も
た
ら
し
て
い

ま
す
。
官
民
連
携
・
公
設
民
営
の
事
業
に

お
い
て
的
確
に
ニ
ー
ズ
を
捉
え
て
い
る
事

業
は
振
興
策
と
し
て
検
討
す
る
価
値
が
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。

■
女
子
野
球
チ
ー
ム
創
設
に
よ
る
特
色
的

な
事
業
（
島
根
県
川
本
町
）

　
野
球
と
の
結
び
つ
き
が
強
い
地
域
の
特

性
を
生
か
し
、
女
子
野
球
チ
ー
ム
を
結
成

し
ま
し
た
。
目
的
は
生
産
年
齢
人
口
の
定

住
を
目
指
し
た
も
の
で
、
選
手
の
確
保
に

は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用
し
、

地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
人
口

減
少
に
危
機
感
を
抱
く
町
と
し
て
財
政
負

担
を
抑
え
つ
つ
、
生
産
年
齢
人
口
増
加
と

将
来
の
人
口
増
へ
向
け
た
取
組
と
し
て
は
、

非
常
に
特
色
の
あ
る
取
組
で
あ
り
、
事
業

と
し
て
の
発
想
力
に
驚
き
を
感
じ
る
も
の

で
し
た
。

■
道
の
駅
︵
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
併
設
︶（
島
根

県
大
田
市
）

　
道
の
駅
（
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
）
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
道
の
駅
と
し
て
の
付
加
価
値
を
探

る
意
味
で
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

●
日
程
　
令
和
７
年
９
月
29
日

　
　
　
　
　
　
　
〜
10
月
１
日

●
内
容

・
音
楽
を
核
と
し
た
定
住
促
進

　︵
島
根
県
浜
田
市
︶

・
女
子
野
球
チ
ー
ム
創
設
に
よ
る
新
た

な
取
組
︵
島
根
県
川
本
町
︶

・
道
の
駅
︵
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
併
設
︶

　︵
島
根
県
大
田
市
︶

大田市の道の駅（ＲＶパーク併設）

浜田市視察の様子

川本町の女子野球チーム

次
ペ
ー
ジ
は
、
討
論
と
審
議
結
果
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行
政
視
察
報
告

総
務
産
業
委
員
会

行
政
視
察
報
告

社
会
文
教
委
員
会



 全会一致で承認・同意・可決・採択された案件

 賛否が分かれた案件
議案・陳情の原案に対して「賛成は〇」「反対は●」
議長は議事進行のため「賛成」「反対」の意思表示はしない

議
案
番
号
等

案　　件

日本共産党 無所属クラブ 市民クラブ 政友クラブ 峻嶺会 公明 無

結
果

田
宮

　

男
一

林
栗

　

一
陽

和
大

　

久
幸

橋
髙

　
　

正 郎
一
悠
松
植
牧
中

　

登
盛
澤
小

　
悟 き
ゆ
み
本
山

子
千
真
竹
大
村
中

　

人
直

澤
西

　

保
和

條
二

　

夫
孝
章
秀
木
本
一
刀
傳

　
　

健

田
太

　

司
昭

堀

　
　

一
堅

議案第72号 大町市ふれあいセンターさざなみの指定管理者の指定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議
長

〇 ● 原案可決
議案第79号 大町市営駐車場条例の一部を改正する条例制定について 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決
議案第80号 大町市中心市街地多目的ホール設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例制定について 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決
議案第81号 大町市八坂ふるさと体験館設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例制定について 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決
議案第82号 大町市交流促進センター明日香荘設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例制定について 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決
議案第83号 大町市美麻温泉交流施設ぽかぽかランド設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例制定について 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決
議案第84号 大町市景観条例制定について ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決
議案第93号 大町市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決
陳情第８号 私立高等学校に対する公費助成を求める陳情 ● ● 〇 ● 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 不採択
陳情第10号 大町市公共施設利用料の見直しについて緊急の説明会開催などを求める陳情 〇 ● 〇 〇 〇 ● 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● 不採択
陳情第12号 高額療養費の自己負担上限額の引き上げをしないことを求める意見書提出について 〇 〇 〇 ● 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 不採択
陳情第１３号 大町一中東交差点地下道への防犯カメラ設置等を求める陳情 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● 〇 ● ● 不採択

議案番号等 案　　　件 結　果
報告第 15 号 専決処分の報告について　専第 24号　令和７年度大町市一般会計補正予算（第５号） 承 認
議案第 69 号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同 意
議案第 70 号 教育委員会委員の任命について 同 意
議案第 71号 大町市八坂ふるさと体験館の指定管理者の指定について 原 案 可 決
議案第 73 号 大町市交流促進センター明日香荘の指定管理者の指定について 原 案 可 決
議案第 74 号 大町市美麻温泉交流施設ぽかぽかランドの指定管理者の指定について 原 案 可 決
議案第 75 号 高瀬広域水道企業団の解散に関する協議について 原 案 可 決
議案第 76 号 大町市職員の旅費に関する条例制定について 原 案 可 決
議案第 77 号 大町市特別職の職員の旅費又は費用弁償に関する条例制定について 原 案 可 決

議案第 78 号 選挙管理委員会及び議会等の要求により出頭した者等に対する実費弁償支給条例及び大町市議会の議員の議員報酬
及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例制定について 原 案 可 決

議案第 85 号 大町市太陽光発電設備の設置管理等に関する条例の一部を改正する条例制定について 原 案 可 決
議案第 86 号 令和７年度大町市一般会計補正予算（第６号） 原 案 可 決
議案第 87 号 令和７年度大町市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 原 案 可 決
議案第 88 号 令和７年度大町市水道事業会計補正予算（第２号） 原 案 可 決
議案第 89 号 令和７年度大町市公営簡易水道事業会計補正予算（第２号） 原 案 可 決
議案第 90 号 令和７年度大町市温泉引湯事業会計補正予算（第１号） 原 案 可 決
議案第 91号 令和７年度大町市公共下水道事業会計補正予算（第１号） 原 案 可 決
議案第 92 号 令和７年度大町市農業集落排水事業会計補正予算（第１号） 原 案 可 決
議案第 94 号 大町市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について 原 案 可 決
議案第 95 号 大町市特別職の職員の給与に関する条例及び大町市議会の議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例制定について 原 案 可 決
議案第 96 号 令和７年度大町市一般会計補正予算（第７号） 原 案 可 決
議案第 97 号 令和７年度大町市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 原 案 可 決
議案第 98 号 令和７年度大町市水道事業会計補正予算（第３号） 原 案 可 決
議案第 99 号 令和７年度大町市公営簡易水道事業会計補正予算（第３号） 原 案 可 決
議案第100号 令和７年度大町市温泉引湯事業会計補正予算（第２号） 原 案 可 決
議案第101号 令和７年度大町市公共下水道事業会計補正予算（第２号） 原 案 可 決
議案第102号 令和７年度大町市農業集落排水事業会計補正予算（第２号） 原 案 可 決
議案第103号 令和７年度大町市病院事業会計補正予算（第１号） 原 案 可 決
陳情第９号 通学路の安全確保を求める陳情 採 択
陳情第 11号 診療報酬・介護報酬及び障害福祉サービス等報酬 10％以上の引き上げを求める意見書提出について 採 択
議 案 第 4 号 大町市議会基本条例の一部を改正する条例制定について 原 案 可 決
議 案 第 5 号 診療報酬・介護報酬及び障害福祉サービス等報酬 10％以上の引き上げを求める意見書 原 案 可 決
議 案 第 6 号 通学路として利用される地下道の安全確保に関する意見書 原 案 可 決
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提出案件の審議結果
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12月定例会最終日討論の内容を要約してお伝えします
討論は議案等の採決の前に、なぜ反対なのか、なぜ賛成なのか、議員個人の意見を
表明し、意見の異なる議員に賛同を求めるために行われます。

次
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ジ
は
、
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
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大町市議会へご意見をいただける

モニターを募集します！

議会だよりライブラリー
で過去の議会だよりも
見ることができます

市議会では、当市の未来を担う若い市民から、
議会に対する要望や提言など、広く聴取し、
議会運営に反映したいと考えています。

募集人数　10名程度　　任　　期　４月１日から１年とし、再任していただくことができます。
活動内容　本会議や委員会等を可能な範囲で傍聴・動画等を視聴し、ご意見・ご提言を文書で提出していただきます。
そ の 他　報酬はありませんが、記念品を贈呈します。
募集期間　２月１日（日）から２月27日（金）までとします。
応募資格　18歳から45歳までの市民で、公務員、各種議会議員又は行政委員は除きます。
応募方法　応募用紙に住所・氏名・年齢・電話番号・メールアドレス、応募理由を記入の上、

議会事務局にご提出ください。

岳陽高校生 作成ポスター 生徒たちの手で作られたポスターに、意見交換会の熱気が詰まっています。

Vo l .31 岳陽高校生のみなさん
❶ 意見交換会をやってみた感想は
❷ 「議会」 の印象は？
❸ 今ハマっていること議員が市民のみなさんの声を取材してつくるみんなのひろばです。

今回は岳陽高校生のみなさんにインタビューしました。

議会だより編集委員【委員長】　小澤悟　【副委員長】　栗林陽一
　　　　　　　　　  【委　員】　一本木秀章　太田昭司　中村直人　大竹真千子　植松悠一郎　大和幸久

インターネットと市ケーブルテレビで放送し
ています。録画・再放送もご覧いただけます。

次回３月定例会予定

傍聴にお越しの際は

○開　　会  ２月24日(火)午前10時～

○一般質問  ３月 ３日(火)・４日(水)・６日(金)

○最 終 日  ３月19日(木)午前10時～　討論・採決

○傍聴をご希望の方は議会棟２階の議会事務局で

　申込書をご記入ください。

　議員それぞれ立場や考え方は違うが、高校生

を前にして、未来のために頑張らなくてはと、

心が一つになるのを感じた。思い出すトムと

ジェリーの主題歌の一節「なかよく喧嘩しな」

彼らは追いかけ合い、私たちは議論を尽くし、

子どもたちの笑顔をつくれればいい。

（中村直人）

あとがき

請願・陳情の提出期限変更のお知らせ

請願・陳情の提出期限は、定例会招集日の前10日（閉庁日に

あたる場合は、前開庁日）までに変更となりました。

令和８年３月定例会における提出期限
提出期限は、２月13日（金）17時15分です。

期限後に受理した請願・陳情は次の定例会での審査となり

ますのでご了承ください。

❶議員さんに意見を伝えること
で大町への思いが共有できた
いい機会でした。
❷距離感がある印象でしたが、
フレンドリーな意見交換ができ
距離感が縮まった印象でした。
❸Ｋポップなど、興味があるも
のにはハマったりします。

❶意見交換会では、普段は話さな
い内容まで率直に話すことがで
きました。
❷堅い印象がありましたが、議員
の方は親しみやすく話しやす
かったです。
❸ガチャを楽しみながら、好きな
アイテムを集めています。

❶皆の意見が聞けたことや、普段
話さない地域の話も聞けていい
機会になりました。
❷まじめで堅苦しいイメージか
ら、フレンドリーで明るいイメー
ジに変わりました。
❸子猫を飼い始めました。おも
ちゃで遊ぶ子猫を見ることにハ
マっています。

❶今までにない機会を頂き、とて
も新鮮で大町に対する考えも深
まった良い機会でした。
❷とてもフレンドリーで気さくに
話しかけてもらい気軽に話し合
えました。
❸最近は動画編集などの製作活動
にハマっています。

西澤　美聡 さん
にしざわ　   み さと

西澤　美聡 さん
にしざわ　   み さと

荒井　悠ノ介 さん
あらい　　 ゆう の すけ

荒井　悠ノ介 さん
あらい　　 ゆう の すけ

丸山　健太 さん
まるやま　 けん た

丸山　健太 さん
まるやま　 けん た

三上　紗萊さん
み かみ　　さ　ら

三上　紗萊さん
み かみ　　さ　ら

市議会議員と話そう！
市内３地区　議会報告会・意見交換会
●実施日　令和８年２月２日（月）
　対象地域　旧大町市域
　会場　市役所　西会議室
●実施日　令和８年２月４日（水）
　対象地域　八坂地区　
　会場　八坂支所　集会室
●実施日　令和８年２月６日（金）
　対象地域　美麻地区　
　会場　美麻総合福祉センター
　（全日　午後６時から午後８時まで）

市民の皆さんと地域
の未来を一緒に考え
る時間です。お気軽
にご参加ください。


